
か さ い

今日の寺こもさん 笠♯ さん

今月の寺ともさんは、笠丼貴洋さんです。自動車のエンジンバルプメーカーに

入社して 17年になります。もともと車に興味があつたので、自動車工学を志し

たこともあったのだとか。エンジンを自動車のlb臓にたとえるなら、エンジンバ

ルプは、心臓内部にある弁のような部品です。Flのレーシングカーにも笠丼さ

んの会社のエンジンバルプが搭載されています。しかしカーレースの世界も、最

近のエコや SDGsの動きでガソリンエンジンと電気バッテリーのハイブリッド

にシフトしているので、転換期を迎えています。

笠丼さんはエンジンバルプの品質管理のお仕事をしておられます。バルプの不良品率を限りな<低<
保ち続けるのです。その仕事ぶりを見込まれて、この度アメリカはサウスカロライすの工場に赴任する

ことになりました。日本以外の国では、それ程品質管理に重きを置いてない面があり、日本から出向い

て現地の従業員を見守りながら一緒に製品を作るのです。

また自動車メーカーの新 しいエンジンの開発に際し、バルプ製作の依頼を受けて完成 した車が実際に

町中を走り出した時や、納品したバルプが自動車メーカーから 12カ月間クレームが発生 しなければ「品

質優秀賞」を獲得できたりしたときは、とつても仕事のやりがいを感じるそうです。

とは言え、単身アメリカに渡る不安はあるそうです。やはり言葉の壁が一番心配なご様子です。アメ

リカ赴任の先輩からは、「留学 したら多額の費用がかかるけど、お給料もらつて英語が学べるのだから」

と励まされ「職場の誰もがもらえる訳ではない、折角のチャンスなのでやつてみよう」と前向きな気持

ちになり始めたそうです。アメリカでは、メジャースポーツが蓋 んなのでアメリカンフットボール観戦

や自動車レースも観戦 したいと夢をむ、<らませておられます。Mr,Kasai Please enioy∪ SAH Ha∨e

a nice stay.See you again.

洋̈帥貴

エピソード :クウちゃんは、今は亡き

吉田さんのお母さんが名付け親で飼つ

ていた猫です。一緒に飼つている他の

猫たちに対して、「ウーッ !!」 と唸つ

たり、追いかけ回したりします。でも

飼い主の吉田さんにピッタリつきまと

う甘えん坊です。他の猫たちは、リビ

ングの大部屋暮らしですが、クウちゃ

んだけは吉田さんの部屋を一匹で占領

して暮らしているそうです。そこに仔

犬のラブラ ドールも二匹増えるとか

で、クウちゃん仲良くできるかなぁ?

***********締 代d"L便
`l:**********

総代のすカムラです。先日、秋の法要の後でジェシー繹尼萌海さんの福祉講

座がありました。安楽死を選んだお母様と残された家族の行き場のない悲しみ

が胸に刺さりました。私の場合、父、母、姉そして義父と義母を見送り、その

たびに心にポッカリ穴があいたような気持になりました。 1人 1人「その時」

の事は、今でもはつきりと覚えています。時折「あの時…」と後悔が胸を過る

こともあります。だからこそ毎日、朝晩手を合わせます。父と母には「育てて

<れてありがとう」姉と義父、義母には「安らかに」と。そうすると心が少し

軽<なるような気がします。

********'ご 自慢のペットちゃん *********
名前 :クウちゃん

性局」:♀

お年 14歳

種類 :黒猫

好物 :カ リカリ

住所 :吉田さん宅(高松市)

性格 :気性が荒<甘えん坊

苦手 :特になし

ご自慢のペットちゃん

募集中だにゃん !「 .可
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